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町民マラソンで爽やかな汗!

1 1 
10月9目、教育委員会が主催するスポ

ツフ工ステイ/'iル IN合金の町民マラソッ

の競技。
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秋晴れの中、小・中学生から一般まで約l…肌一公一年代ご
とc分かれて走り、爽やかな汗をかいてい
ましだ。



10 
周
年
記美迎
問え
ドる

4 
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ω月
8
目
、
美
利
河
小
学
校

(
校
長
大
口
索
、
児
童
数
日

名
)
に
お
い
て
、
今
年
で

H
年

目
を
迎
え
た
山
村
里
親
留
学
の

節
目
と
し
て

ω
周
年
記
念
式

典
、
祝
賀
会
が
、
来
資
、
自
治

会
、
留
学
生

O
B
、
父
母
な
ど

の
関
係
者
が
集
ま
り
行
わ
れ
ま

し
た
。式
典
で
は
、
山
村
留
学
推
進

協
議
会
の
蹟
田
儀

一
会
長
が
、

「
こ
れ
か
ら
も
地
域

一
体
と

な
っ
て
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

い
き
た
い
」
と
、
児
童
を
代
表

し
渡
辺
世
梨
菜
さ
ん
が

「
こ
れ

か
ら
も
、
山
村
留
学
を
続
け
て

ほ
し
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を

し
ま
し
た
。

""""里里空軍

j 
企挨拶をする山村留学推進協議会会長の
贋回{轟ーさん

出

問

瑚

瑚

今
金
町

a

|

審
査
会
委
員
決
ま
る

個
人
情
報
保
護

報

公

会
長
に
小
西
敏
明
さ
ん

今
金
町
情
報
公
開
条
例
、
今
金

町
個
人
情
報
保
護
条
例
が
同
月
1

日
施
行
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

今
金
町
情
報
公
開
条
例
第
辺
条
第

l
項
及
び
今
金
町
個
人
情
報
保
護

条
例
第
詑
条
に
よ
り
審
査
会
委
員

が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

審
査
会
と
は
?

情
報
公
開
(
開
示
、
訂
正
等
)
の
請

求
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
場

合
、
救
済
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
行
政

不
服
審
査
法
に
基
づ
く
不
服
申
立
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
不
服
申
立
に
対
し
て
、
公

平
で
客
観
的
な
立
場
で
審
査
を
行
う
第

三
者
的
機
関
と
し
て
「
情
報
公
開

・
個

人
情
報
保
護
審
査
会
」
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

審
査
会
は
、
識
見
を
有
す
る
委
員
で

構
成
さ
れ
、
実
施
機
関
か
ら
諮
問
さ
れ

た
不
服
申
立
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、

答
申
し
ま
す
。
実
施
機
関
は
、
審
査
会

の
答
申
を
尊
重
し
、
改
め
て
公
開
(
開

示
、
訂
正
等
)
す
る
か
ど
う
か
の
決
定

を
行
い
ま
す
。

ム一品

(
敬
称
略
)

小
西

敏

明

大

倉

寮

一

船
木

恵

仲
川
登
志
江

中

村

和

正

長

副
会
長員

委
11 11 

任
期

平
成
ロ
年

ω月
1
日
1

平
成
リ
同
年
9
月
初
日

hv
在
校
生
、
留
学
生
O
B
と
の
祝
賀
会
の
様
子

美
利
河
小
学
校
が
山
村
留
学
を
始
め

る
に
至
っ
た
の
は
、
平
成
元
年
3
月
に

在
籍
が
丸
山
明
子
ち
ゃ
ん

l
名
(
当
時

4
年
生
)
と
な
り
、
休
廃
校
の
危
機
に

追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

地
域
の
灯
を
絶

や
さ
な
い
た
め
に
も
学
校
を
存
続
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
地
域
の
人
が
美

利
河
地
区
山
村
留
学
推
進
協
議
会
を
結

成
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
第

μ

期
と
な
る
平
成
ロ
年
ま
で
延
べ
四
名
が

留
学
し
、
第
日
期
ま
で
位
名
が
自
然
と

ふ
れ
あ
い
、
学
び
そ
し
て
美
利
河
の
里

を
後
に
し
ま
し
た
。
そ
の
間

一
人
も
途

中
で
帰
る
児
童
が
で
な
か
っ
た
の
は
、

い
つ
も
あ
た
た
か
く
迎
え
、
見
守
っ
て

く
れ
る
地
域
の
人
。
我
が
子
の
よ
う

に
、
叱
っ
て
く
れ
、
優
し
く
し
て
く
れ

る
里
親
が
い
て
く
れ
た
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。• 4・

北海道社会貢献賞受賞
栗山幸雄さん 74歳
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9
月
9
目
、
札
幌
メ
デ
ィ
ア
パ

ー
ク
に
お
い
て
、
東
町
の
栗
山
幸

雄
さ
ん
が
生
活
環
境
浄
化
実
践
功

労
者
と
し
て
北
海
道
社
会
貢
献
貨

を
受
賞
し
ま
し
た
。

栗
山
さ
ん
は
、
昭
和
回
年
4
月

に
町
内
の
衛
生
委
員
と
な
り
、
現

留
学
生
O

B
も
什
人
が
出
席

〕2
 
〔

現
在
東
京
都
在
住
で
大
学
1
年

生
の
永
井
悠
香
さ
ん
(
第
4
期
生
)

は、

「帰
っ
て
来
た
っ
て
感
じ
が
し
、

第

一
の
故
郷
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
東
京
都
出
身
で
高
校

2
年
生
の
藤
井
誠
君
(
第
5
、
6

期
生
)
は
、
ど
う
し
て
も
北
海
道

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
現
在
函
館
ラ
サ

l
ル
高
校
に
通
学
し
て
い
ま
す
。

藤
井
君
は
去
年
、
今
年
と
運
動
会

や
学
習
発
表
会
な
ど
に
顔
を
出
し

手
伝
い
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

「楽しかったことJr苦しかったことJr悲しかったこと」すべ
てが、この歌とともによみがえる。

みピ空う にスみミ
夢森湖と ニピ

ふ
ん5カりをれ こヒ.こ jレ

作詞 るF写な見し に l し搾ク 見てを に 十六の 村力リ
のれい こドヵ、
』、 ;まと 笑スつり る随

丸 とるき 顔キい 抱た
さ;芋 l だ牧喝 ピかち集 ビ
とか悲 ピは 力リ れて

し、
山リ

ぁの 占ミし し

良カピのい カ雷だ
リこさと
カろさ る

祐カf ま

在
に
至
る
ま
で
げ
年
間
に
わ
た
り

活
躍
さ
れ
、
平
成

3
年
1
月
に
は

副
会
長
に
選
出
さ
れ
、
会
の
ま
と

め
役
と
し
て
会
長
を
補
佐
し
、

「リ

サ
イ
ク
ル
可
能
資
源
収
集
事
業
」

「粗
大
ゴ
ミ
回
収
事
業
」

「保
健
予

防
推
進
事
業
」
な
ど
澱
境
衛
生
推

進
の
陣
頭
に
た
ち
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
槍
山
北
部

衛
生
団
体
連
合
会
理
事
、
公
衆
衛

生
推
進
委
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ

て
お
り
、
こ
う
し
た
長
年
に
わ
た

る
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
は
同
セ
ン
タ
ー
が
全
国
自
治
宝

く
じ
普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る

宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
住

民
の
行
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、

そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝
く

じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

今
金
町
宵
年
会
議
で
は
.
こ
の
ほ
ど
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

一
般
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
事
業
の
助
成
を
受
け
太

鼓
を

5
台
整
備
し
ま
し
た
。
今
回
の
購
入

に
よ
り
例
年
行
わ
れ
る

「
い
ま
か
ね
秋
祭

り
」
に
お
け
る
祭
ば
や
し
の
保
存
伝
承
は

も
と
よ
り
、
各
地
域
や
全
町
的
に
行
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
、
学
校
行
事
等
で
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
て
お
り
、

一
層
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お問い合わぜは | 

教育委員会社会数育課 | 
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売をい指と Rをラる長
さ使運令だ粘使ウ愛 北
れつ搬ラ生土 gいン 指2虎海
またし Eン遥はf焼ドJ令?尾道
す皿た lドムが産、きR仮設ラ'愉今
。なもま 、業物tJ'ン凋哉を
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一無
農
薬
の
「
稲
わ
ら
」
求
む

「
稲
わ
ら
L

は
焼
ぜ
物
を
作
る
と
き
「

直
接
付
着
し
て
焼
h

い
た
り
、
細
か
く
切

っ
た
も
の
を
紬
薬
(
ゅ
う
や
く
)
に
浸
け

」
L

か
ら
使
う
と
、
絶
妙
な
色
ゃ
あ
じ
わ

‘
い
を
叫
し
出
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
・

そ
れ
も
無
股
薬
の

「稲
わ
ら
』
に
限
り
ま

す
。
学
校
で
は
無
股
薬
の
「
稲
わ
ら
」の

提
供
を
求
め
て
い
ま
す
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
1

益
輔
副
学
校

8
2
3
1
2
1

学校祭に向けコルクボード、リ
スの製作に励む (生活園芸科)

物

今
金
産
粘
土
で
焼
き

幾つもの工程を経て焼き物用粘土に

粘土が焼き物用として使えるまでには、次

の工程を経なければなりません。

①今金産粘土の粉砕、撹枠

②荒ごし

③ガーゼでこす

④今金産粘土と市販粘土を混ぜる

⑤余分な水分を石膏板で吸収する

⑥粘土が乾燥したら剥がしてまとめる

①~③までの作業で普通は粘土として使用

できますが、今金産粘土だけで作ると、収縮

E卒"20%と市販の粘土に比べ縮む率が高いため

割れることが多く 、養護学校では今金産粘土

と市販粘土と混ぜること(④~⑥)で収縮率

を低iくしました。

1時間半の作業の中で、血や、カップなど

一人 3~5 個作るのが限度。 それから乾燥さ

れ窯で焼かれます。学校祭で格安で買われた

方もいると思いますが、これだけの時間と手

間がかかっているんです。

大事に使ってください。

4 

• • 

加
藤
俊
治
さ
ん

児
童
に
体
験
談
語
る
!

種
川
で
造
園
業
を
営
む
加
藤

俊
治
さ
ん
(
位
歳
)
が
、
事
故

で
右
足
を
失
い
現
在
に
至
る
で

の
体
験
談
を
、
種
川
小
学
校

(
校
長
渡
辺
勝
博
)
3
年
か

ら
6
年
生
の
児
童
日
名
に
諮
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
加
藤
さ
ん
の
体
験

談
か
ら
「
児
童
が
大
人
に
な
り

困
難
に
直
面
し
た
と
き
、
こ
の

話
を
思
い
出
し
少
し
で
も
心
の

さ
さ
え
に
な
れ
ば
」
(
渡
辺
校

長
)
と
行
っ
た
も
の
で
す
。児童に優しく語りかけるように話

す加藤さん

種JII小学校

10ft.! 12臼

失
意
の
ど
ん
底
に

加
藤
さ
ん
が
右
足
(
膝
上
)
を
失
っ

た
の
は
、
現
茂
テ

・
モ
l
レ
ン
広
場
前

に
あ
る
会
期
1
0
0
周
年
の
石
碑
建
立

作
業
中
に
起
き
た
事
故
で
し
た
。

事
故
後
、

1
週
間
意
識
が
な
く
意
識

が
戻
っ
て
か
ら
は
、
自
分
の
右
足
が
無

い
姿
を
見
て
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
て
行

け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
と
絶
望
感
で
い

っ

ぱ
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

加
藤
さ
ん
を
救
っ
た

一
冊
の
雑
誌

そ
ん
な
、
加
藤
さ
ん
を
救
っ
た
の
は

息
子
さ
ん
か
ら
手
渡
さ
れ
た

一
冊
の
ス

キ
l
雑
誌
。
町
出
歳
で
ス
キ
l
l
級
の
資

格
を
取
得
し
た
加
藤
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
も
う
一
生
出
来
な
い
ス
キ

l
の
雑

誌
な
ん
か
持
っ
て
き
て
と
思
っ
た
そ
う

で
す
が
、
雑
誌
を
め
く
る
と
そ
こ
に
は

自
分
と
同
じ
く
片
足
を
失
っ
た
人
が
ス

キ
ー
を
し
て
い
る
姿
が
載
っ
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
前
向
き
な
姿
勢
に
変
わ
り
リ

ハ
ビ
リ
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
そ

う
で
す
。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
ゃったぞ!槍山大会4連覇

• • • • • • • • • • 
養護学校ヘ行こ• • 

義足の構造を児童に説明す
る加藤さん

ス
キ
ー
に
挑
戦
、
全
道

5
位
に
1

退
院
後
、
ス
キ
ー
に
挑
戦
し
た
加
藤

さ
ん
。
ピ
リ
カ
ス
キ

l
場
の
頂
上
か
ら

滑
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
わ
ず
か

1

週
間
で
し
た
。
平
成
日
年
に
は
、
全
道

ハ
ン
デ
ィ
キ
ヤ
y
プ
ス
キ

l
大
会
に
参

加
。
参
加
者
中
最
も
高
齢
で
あ
り
な
が

ら
見
事
総
合
5
位
に
入
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
も
、
水
泳
や
自
転
車
で
日
頃

か
ら
鍛
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

今
後
の
抱
負

加
藤
さ
ん
は
、
最
後
に

「
今
度
は
大

好
き
な
沢
歩
き
に
挑
戦
し
て
み
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
後
、
児
童
代
表
か
ら

「
や
れ
ば

出
来
る
、
と
言
う
こ
と
が
分
か

っ
た
」

と
感
怨
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

川
月
9
日
の
心
地

よ
い
秋
晴
れ
の
中
、

平
成
ロ
年
度
槍
山
管

内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

サ
ッ
カ
ー
大
会
が
今

金
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
管
内
6

町
か
ら
8
チ
l
ム
が

集
ま
り
、
約
1
4
0

名
が
参
加
し
た
こ
の

大
会
に
お
い
て
、
今

金
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

が
な
ん
と
平
成
9
年

度
以
降
4
年
連
続
の

今金サッ力 少年団

優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

今
金
イ
レ
ブ
ン
は
ロ
人
目
の
選

手
「
父
兄
サ
ボ

l
タ
l
」
の
大
声

援
を
う
け
な
が
ら
奮
起
し
、
初
戦

か
ら
ゴ
1
ル
ラ
ッ
シ
ュ
。

ー
回
戦

は
江
差
町
南
ケ
丘
を

8

0

で、

続
く
準
決
勝
は
熊
石
町
相
沼
に
7

0
と
2
試
合
と
も
圧
勝
。
決
勝

で
は
同
じ
く
圧
倒
的
な
試
合
で
勝

ち
あ
が
っ
て
き
た
、
江
差

J

f

c
に
3
1
0
で
快
勝
し
、
全
試
合

無
失
点
と
完
壁
な
ま
で
の
試
合
で

し
た
。
子
供
た
ち
の
勝
利
の
笑
顔

に
、
今
後
の
活
躍
も
期
待
で
き
そ

う
で
す
。

(4J 

第4回学校祭
テーマ『挑戦~ ~さらに新たな航海へ~
見学をかねてお気軽に行ってみてください。

.とき 11月19日(日)

.場所今金高等養護学校体育館、作業練

.日程()芸能発表 9: 30~11 : 50 
。生産品販売 12:1 0~ 1 2 ・ 50
0バザー 12 :1 0~ 1 3 : 40

••••••••• 

つ

スポーツフェスティバルIN今金

• • • •• • 
5競技lこ250人参加

10月9日「体育の日」

〕5
 
〔



今
金
中
学
校
(
校
長
福
原
資

規
)
l
年
生
の
生
徒
達
が
、
体
験

学
習
と
し
て
神
孟
に
あ
る
愛
指
令

ラ
ン
ド
内
の
環
境
整
備
に
励
み
ま

し
た
。今
年
は
、
ラ
ン
ド
内
全
体
の
案

内
看
板
の
設
置
、
巣
箱
の
取
付
、

ブ
ラ
ン
コ
な
ど
色
あ
せ
て
き
た
遊

具
へ
の
ペ
ン
キ
塗
り
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
内
の
草
取
り
な
ど
実
施
し
ま
し

た。
今
回
の
作
業
内
容
に
つ
い
て

は
、
生
徒
達
が
事
前
に
下
見
を
し

自
主
的
に
決
め
た
も
の
で
す
。

クツド間人り9需日
~ご自分の健康チェックは大丈夫ですか?"-

6月号の広報「いまかね」でもご案内

いたしました 「日帰り人間ド ック」は10 

月現在で20名が受診されました。日頃健

康と思っている方もぜひ受診され、 早期

発見 ・早期，台療でお身体の健康チェック

をされてはいかがですかっ

謀議

神
丘
小
学
校

(校
長

高

橋
勝
保
)

の
全
校
児
童
日
名
が
、
愛
指
令
ラ
ン

ド
(
愛
指
令
の
会
会
長
粧
品
野
竹
春
)

内
に
あ
る
夢
球
場
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

フ
ェ
ン
ス
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
実

を
収
機
し
ま
し
た
。

収
穫
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
は
天
日

干
し
に
し
た
後
実
を
ほ
ζ
し
、

μ
月

下
旬
、
鶴
居
村
に
あ
る
伊
藤
タ
ン
チ

ョ
ウ
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
に
贈
ら
れ
ま

す
。
今
年
は
天
候
が
良
か
っ
た
せ
い

か
、
実
の
入
り
も
よ
く
昨
年
よ
り
多

く
贈
れ
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、
昨
年

は
6
0
0
同
も
贈
り
ま
し
た
が
、

日
分
で
し
か
な
い
そ
う
で
す
。

• ー・

3 

短期人間ドックの内容は?

(1)採血採尿視力 ・聴力身長 ・体重 ・血

圧測定検査を行います。

(2) 胸部レン トゲン ・超音波 ・胃カメラの順

で検査を行います.

(3) (2)の検査が終了いたしましたら、 眼底検

査を行います。以上ですべての検査が終了

です。

満30歳以上の今金町国民健
康保険に加入されている方

11，025円

今金町国保病院

毎週火曜日・木曜日の希望

される日

口対 象 者

口受診料

口受診病院

口受診 日

検診後の健康相談は保健婦へ

こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ

〕6
 
〔

今
金
幼
稚
園
の
お
母
さ
ん
逮
で
結
成
し
て
い
る
こ

く
ま
ク
ラ
ブ
が
主
体
と
な
り
、
今
金
幼
稚
園
の
園
児

の
ほ
か
、
今
金
保
育
所
、
小
百
合
保
育
園
の
お
と
も

だ
ち
も
掛
け
付
け
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
交

通
安
全
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た。

会
場
で
は
、
ダ
ミ

l
人
形
を
使
い
ダ
ン
プ
率
と
の

衝
突
事
故
の
様
子
を
再
現
。
衝
突
す
る
瞬
間
に
は
、

子
供
た
ち
か
ら
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
指
導
終
了
後
、
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
の
お
母

さ
ん
と
園
児
た
ち
は
役
場
前
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

:… 総合福祉施設 「としベつJ内保健福祉課国保係

5I¥I:IWl:JlJ 

日帰り人間 ドックを受診された方を対象に、保

健婦が検査結果をもとに個々、グル プあるい

は家族単位にあった健康相談・指導を行います。

プライバシーは完全に守られていますので、ど

うぞお気軽にご相談下さい。

• • 

⑩ 
今
金
町
商
工
会
と
北
海
道
銀
行
今
金
支
広

ラ
イ
ラ
ッ
ク
会
(
お
客
と
の
親
睦
を
深
め
る

会
)
が
共
催
し
、
「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り」

講
演
会
が
‘
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
お
馴
染

み
の
河
村
通
夫
さ
ん
を
招
吉
町
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
「
バ
ケ
ツ
で
ニ
シ
ン
漬
け
」

を
、
助
手
役
の
若
林
佳
子
さ
ん
と
共
に
ユ
ー

モ
ア
ま
じ
え
な
が
ら
実
演
。
と
に
か
く
面
倒

な
こ
と
が
大
き
ら
い
な
河
村
さ
ん
な
ら
で
は

の
工
夫
が
随
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は

3
0
0
人
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、

帰
り
に
は
お
目
当
て
の
レ
シ
ピ
が
全
員
に
配

ら
れ
ま
し
た
。

チヒッコ集まれ

子供向けイベント開催

平成12年11月11日(土)

午前11時~午後4時

みんなの広場「ひだまりJ

駄菓子 ・クジ・射的 ・スマートボー

ル等の出庖

豚汁ホットミルク綿アメ等の無料提供

光の里学園生産品展示販売

昔の遊びコーナ一等々

豪華賞品が当たる

OXクイズ ・アートバルーンテスト
※内容は予定です。

主催 今金商工会青年部 ・光の里学園

開催日時

所
同司

廿

場

内

•• 
-

-

H
M
H

月

は

で

す

H

•• •• .
 
建
設
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
労
働
条
件
や
労
働
福
祉
等
の
面
で

・

•• ・
改
善
を
要
す
る
問
題
を
多
く
抱
え
て
お
り
ま
す
。

.
 

•• ・

こ
の
期
間
中
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
で
は
、

.
 

•• ・

0
労
働
条
件
の
明
確
化
の
た
め
に
「
雇
入
通
知
書
」
の
交
付
の
励

H

• 
-

一7
0

・

・
;

-

H
O
労
働
福
祉
等
の
改
善
の
た
め
に
「
建
設
雇
用
改
善
助
成
金
」
の

H

H

活
用
。

日

目

な
ど
、
雇
用
管
理
等
に
関
す
る
助
言
・指
導
や
各
種
啓
発
活
動

日-

H

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

.
 

•• ・

建
設
業
が
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
発
展
す
る
よ
う
、
雇
用
の
改

・

•• ・
善
に
ご
理
解
と
ご
努
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

.
 

•• •• 

「
建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」

〕-r 
〔



八雲町
~町営温泉おぼこ荘~
紅葉に四まれた露天風目白ゆったりと
心と体をいやし、リフレッ yュしてみま
せんか。
・日帰入浴料/大人360円 中学生310
円・中人150円・小人 (6歳未満)無料
・宿泊料/大人5，950円ー中学生5，800 
円 中人5，380円・小人4，850円

※ 1 1 月 i 日 -4 月 30 日の聞は、 ~IJ途暖房
料として310円が加算されます。
・お問い合わせ先
八雲町商工観光労政課

:11:01376-2-2111 
・干約/町古温泉おぼこ荘

:11:01376-3-3123 

内線342

• 

凶
河
口-『
4

町

Z
A

山

町
前

橋
一一
-m

布

川山
陰
師
一
劃

i. ゆったり気分で温泉につかり山悔の幸に舌鼓を打って心とからだのリフレ
ツYユをしませんか。
忘ー新年会に『温泉ホテルきたひやま』
『田岡の湯宿ねとい温泉JIふとろ荘』を
ご利用ください。
圃ご予約・お問い合わせ
o温泉ホテルきたひやま

(:11:01378-4-4120) 
。田闘の湯宿ねとい楓泉

(:11:01378-4-5141) 
。ふとろ荘(海の家)

(:11:01378-6-0021) J 

( 瀬棚町
お歳暮やお土産にも大人気 l

.績割町特産純米酒 『吟子物語j・
アイガモ農法(農薬は使用せず、アイ

ガモを水田に放し、雑草や害虫を駆除

させる農法)により栽培したお米を原

料に醸造した純米酒 「時子物語」は、端

麗辛口で飲みやすいと女性にも大人

気!今年も期間限定の生生パージョン

が12月上旬に発売予定です。

・お問い合わせ/瀬棚町酒販庖(事務

i 

No.31 

町
温泉紹介

.秘湯『濁とぴあ自翻』・
静かで情緒あふれる 「湯の呈J

として評判のこの温泉。今の時

局商工会):11:01378-7-3435 

]リド-JL交涜ネットワーワ陪報

戚文

期、露天風呂から見る紅葉が絶景

です。冬期間まで期間限定、11月

末まで入浴OKです。
圃場所/大成田I字宮野

・入浴料/無料(お心のある方に

清掃協力金として100円頂いてい

ます。)

長万部町

熊石町
ひらた忽い温泉おわびの渇
「あわびの里熊石jのテマ館的

施設「あわびの湯」ロビー壁面や浴槽

などをアワビにこだわった温泉です。

古い漁家を再現した囲炉裏のある休

憩所では、新鮮なお寿司も賞味いた

だけます。

・営業時間/午前9時~午後日時
(年中無休)

・入浴料/大人45日円、小人200円

-お問い合わせ先

ひらたない荘:11:01398-2-3330
、ーーーーー ーーーーーーー

~温もりのある音色を~

・ベルリン誌楽四重奏団.
温もりと安らぎのある音色を響

かせるドイツの名門カルテッ ト0

.日時/11月10日(金)

午後7時開演

• • 

⑨
⑮
⑧
⑩
⑧
場

『夏
休
み
、
青
森
県
旅
行
記
」

種
川
小
学
校
六
年

竹

内

伸

吾

く
ん

今
年
の
夏
休
み
に
、
「
檎
山
少

年
夢
と
友
情
の
旅
」
で
青
森
県
へ

行
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
青
森
県

と
は
り
ん
ご
の
木
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
予

想
と
は
全
然
ち
が
っ
て
い
て
、
函

館
に
、
似
て
い
る
所
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
ぼ
く
が
一
番
楽
し
み
に

し
て
い
る
こ
と
は
、
ね
ぶ
た
祭
り

に
参
加
で
さ
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ

か
と
言
う
と
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
見

て
い
る
と
、
は
ね
て
い
る
人
達
は

と
っ
て
も
楽
し
そ
う
だ
っ
た
か
ら

で
す
。青
森
県
へ
行
っ
て
一
日
目
は
、

北
海
道
か
ら
青
森
県
へ
の
移
動
と

友
達
づ
く
り
の
ゲ

l
ム
で
一
日
目

は
終
わ
り
ま
し
た
。
け
つ
こ
う
顔

を
覚
え
て
も
ら
っ
た
の
で
良
か
っ

た
で
す
。

一
一
日
目
は
、
い
よ
い
よ
ぼ
く
が

一
番
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
、
ね

ぶ
た
祭
り
に
参
加
で
き
る
日
で

す
。
ぼ
く
は
朝
か
ら
わ
く
わ
く
し

て
い
ま
し
た
。
朝
ご
飯
を
食
べ
て

か
ら
パ
ス
に
乗
っ
て
浅
虫
水
族
館

へ
行
き
ま
し
た
。
水
族
館
に
は
、

北
海
道
の
水
族
館
で
は
、
見
た
事

も
無
い
よ
う
な
魚
が
い
っ
ぱ
い
い

で
す
ご
か
っ
た
で
す
。
次
に
浅
虫

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
で
遊
び
ま
し

た
。
で
も
、
乗
物
が
あ
ん
ま
り
な

く
て
、
ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
パ
ス
に
乗
り
、
青
森
市

へ
向
か
い
ま
し
た
。
青
森
市
に
着

い
た
時
は
も
う
夕
方
で
、
た
い
こ

の
音
が
聞
こ
え
て
き
て
、
と
っ
て

も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
。
出

陣
式
を
終
え
て
、
い
よ
い
よ
、
は

ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ね
ぶ

た
が
動
き
£
た
し
て
、
ぼ
く
は
時
間

を
忘
れ
て
は
ね
続
け
ま
し
た
。
と

っ
て
も
ね
ぶ
た
祭
り
は
楽
し
か
っ

所/学習文化センター

l・榔??????万部町教育委員会:11:01377-2-27，

金/前売り2，000円

当日2，200円

-場

・料

平成12年度

陸・海・空自衛隊の生徒の募集案内

専門技術者としての陸・海 ・空習を養成する制度で
す。給与・手当を支給されながら高等学校の教育と卒業

資格が得られます。

・受付期間
平成12年11月6日-13年 1月5日
・応募資格
平成13年4月1日現在、15歳以上17歳未満の男子で中

学校卒業者(平成13年3月卒業)
圃試験日

l次試験平成13年1月7日(日)試験場は受付時に
お知らせします。
2次試験 l次試験合格時に通知
・試験科目
1次試験国語社会数学・理科・英語及び作文 (500

字程度)
2次試験 口述試験・身体検査・適性検査
・受験費用は無料
・問い合わせ先
自衛隊函館地方連絡部今金募集事務所

801378-2 -0258 

〕。。〔

平成12年度

機動職業訓練受講生の募集

1.期間/平成13年 1月10日から 3月初日まで

(訓練期間日数76日間 ・訓練時間350時間)

2.科目/建築技術科

3.受講資格/短期特例一時金の給付資格のある

者

4.定員/10名(5名に達しない場合は中止)

5.受講指示/12月初日

6.特典

・最大90日間の失業保険の給付が受けられます。

(12月初日に受講指示が受けられる者、以下指示

が 1日遅れるごとに給付日数が減ぜられます。)

・訓練日数 1日につき、 600円の受講手当の支給。

7 受講費用/無料(筆記用具等最低限の用具は

各自用意。)

8 申込期隈/12月13日まで

9 申込先/役場商工観光課

8 2 -0111 内線141

• • 

救急員養成購買会のご案内

赤十字の基本理念を理解し、思いがけない事故や病

気から自分自身を守り、急病人やケガ人を正しく救助

して、医師または他の救助者に渡すまでの応急手当が

できるようにその知識と技術を習得し、日常生活にお

いて自他共に実践できる者を養成することを目的とし

ます。

。講習の種類 赤十字救急法救急員養成講習

。開催日時 平成12年 11月18、19、25、26日の4日

問

。検定日時 11月26日 13時00分から15時40分まで

O講習会場 今金町老人福祉センタ一大広間
。受講対象者 一般、20名

。講習方法 赤十字救急、法講習教本に基づき学科及び実

妓を指導

役場IIJJ民課 日赤担当まで

82-0111 内線123

.申込み期限平成12年11月15日まで

.受講料 3， 000円(教本及び教材費)

・服装運動(実妓)のしやすい服装

.機行品筆記用具、タオル2枚

。受講証の授与 全課程を修了した方に受講誌を授与い

たします

O資格の付与 受講証を授与された方を対象に検定を
行い、成績優秀者に対し日本赤イ字社発行の認定証

を交付いたします

。主催 日本赤卜字北海道支部

た
で
す
。

一一
一
日
日
は
、
ま
た
青
森
市
に
一戻

っ
て
、
お
み
や
げ
を
買
う
時
間
に

な
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
お
母
さ

ん
と
弟
と
友
達
に
お
み
や
げ
を
買

い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
喜
ん
で
く
れ

る
か
な
っ
と
思
い
ま
し
た
。

と
う
と
う
旅
も
終
わ
り
、
友
達

に
な
っ
た
人
と
別
れ
る
の
は
悲
し

い
け
ど
も
、
と
て
も
思
い
出
に
残

る
旅
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
参
加
し
た
い
け
ど

も
、
来
年
は
中
学
生
な
の
で
参
加

で
き
な
く
て
残
念
で
す
。

今金分区

。参加方法

・申込み先

俳 句
竜平日わ籾主木こ秋E分2-2
紙t乾2の彼ひち位ぃ
2人主の“葉ほ岸t合ぉの
C形t音E髪2他たふ実2
5袖主静E乾2愛R菊?長t
eか寂子くなの寿詰
あきの、早2きいの
合め夜よさころ祝ほ
引わにやといぎ
Eすi 紛喜日ひ墓出ろ を
リ秋Eるのに婆Z賜2
恵、じ 優2告つ日ぴは
か しく和tれ
な り

斉阪伊芳杉今

藤井藤賀本村

みみ翠ああ由
き井

ちえ女えい子

利別俳句会

〕Qd
 
〔



}し仇lE T 新規高卒者のための就職面接会

ハローワーク函館及び渡島支庁では、次のとおり

就職面接会を開催いたしますので、一人でも多くの

生徒が早期に就職内定を得られますよう、採用計画

のご検討と面接会への参加につきましてよろしくご

協力をお願いします。

平成12年11月22日(水曜)

午後 1時~午後4時

函館ハーバービューホテル

函館市若松町 14番10号

時日

年
室
相
談
日
の
ミ
案
内

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

『

H
U

品吉三
ロ

。
と

き

日

月
刊
日
日
(
水
)

午
前

ω時
1
午
後
3
時
ま
で

(
午
後
ロ
時
日
分

1
1時
ま

で
昼
食
)

。
と
こ
ろ

役
場
町
民
相
談
室

。
相
談
員

函
館
社
会
保
険

事
務
所
職
員

《
町
民
課
年
金
係
》

刷
配
ミ
と
あ
り
ま
せ
れ
か

特
設
人
権
困
り
ご
と

心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

-

日

時

平

成

ロ

年

ロ

月

6
日

(
水
)
午
前
印
時
か
ら
午
後

3
時

ま
で
-

会

場

今

金
町
民
セ
ン
タ
ー

.

相

談

内

容

児

童

・
生
徒
の
い

じ
め
、
体
罰
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ

ざ
、
借
地
借
家
、
不
動
産
、
登
記
、

相
隣
関
係
、
身
近
な
法
律
問
題
や

人
権
問
題
等
困
り
こ
と
心
配
ご
と

・
相
談
担
当
者
人
権
擁
護
委
員 3階

参会申し込み ・内容等については、ハローワ

ーク函館職業相談第2部門 [学卒担当]

(80138-26-0735内線449)へお問い合わせ

願います。

家族の負担を軽i眉
交通事故後退障害介護 料

場2 会

※ 

• 

i 

• 

-

主

催

函

館

地

方
法
務
局
、
函

館
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
一
切
秘

密
が
守
ら
れ
、
相
談
は
無
料
で
す

の
で
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。ハ口
l
ワ
l
hソ

か
ら
の
む
知
ら
甘

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な
お
、
北
恰
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
平
成
ロ
年
日
月
分

日
月
日
日
(
水
)

午
後

1
時

1
午
後
5
時

日
月
凶
日
(
木
)

午
前

9
時

1
U
時

。
連
絡
先

[北
槍
山
職
業
相
談
室
]

8
0
1
3
7
8
1
4
5
7
2
4
 

[
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
函
館
]

8
0
1
3
8
2
6
1
0
7
3
5
 

[
ハ
ロ
|
ワ

1
ク
八
雲
]

8
0
1
3
7
6
2
2
5
0
9
 

11月30日(木)は個人事業税の
第2期分の納期限です。

個人事業税は、事業を行っている個人の方が、その事業の

所得を基礎に課税され 8月と1I月の2回に分けて納める道

税です。(年額が1万円以下の場合は、8月に全額を納めま

す。)

2回目の納期限は11月初日(木)です。納付訟は8月に第

l期分の納付書と一緒に送付しておりますので、お確かめの

うえ、銀行・郵便局などお近くの金融機関で納めください。

(納付舎をなくされた方は再送付しますので、お早めにお申

し出ください。)

なお納期限ごとにあなたの預金口座から自動的に振替納

税する、口座振替の制度があります。申し込み方法は、納税

通知書に同封の「預貯金口座振替依頼書」に必要事項を記載

し、ポストに投函するだけです。

詳しくは、恰山支庁総務部税務課納税係にお問い合わせく

ださい。

(2'l01395-2-1010 内線2361)

道税ホームページ(http://川市 pref.hokka i do. jp/soumu/ 

sm-zei mu/) 

納期限内納税にご協力ください。

政府の出資法人、自動車事故対策センターは、自

動車事故により頭部または脊髄に損傷を受け、常時

介護を必要とする重度後遺障害者を抱える家族の負

担の軽減を図るため、介護料を支給しています。

・支給要件

脳または脊髄に損傷を受け、重度の精神神経障害

が3月以上継続する状態にあるため、常時介護を必
要とする方。

・支給額

日額4，500円(看護婦等の介護を受けている場合)

・問い合わせ先

自動車事故対策センター函館支所

80138-55-1731 

隙
雪
車
の
運
転
手
を

募
集
し
ま
す

町
で
は
除
雪
車
運
転
手
の
臨
時

職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

記

O
雇
用
期
間

平
成
ロ
年
ロ
月
日

日
か
ら
平
成
日
年

3
月
加
日
ま
で

O
一
一
雇
用
人
員
若
干
名

O
応

募

資

格

町

内

在

住
者
で
大

型
自
動
車
及
び
大
型
特
殊
自
動
車

免
許
取
得
者

O
選

考

方

法

書

類
選
考
と
し
ま

す
の
で
、
履
歴
書
と
免
許
証
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
免
許

証
は
こ
ち
ら
で
コ
ピ
ー
し
ま
す
)
。

O
申
込
期
間

平
成
ロ
年
日
月

ω

日

i
M
日
ま
で

O
申

込

先

役
場
建
設
課
管
理

係

《納める人は》

O土地や家屋を売買・贈与・交換などによって取得した人。
O家屋を新築 ・階改築により取得した人。
《納める額は》

取得した不動産の価格の4%の額です。ただし、住宅は3

%の額です。

《不動産の価格とは》

0家屋を建築(新築噌改築)して取得した場企は、実際の

建築費ではなく、圃定資産評fdJi基準により訴仙した価格を

いいます。

0土地や家屋を売買などにより取得した場合は、実際の購入

価格ではなく、原則として市町村の固定資産台帳に登録さ

れている価格をいいます。

《主な軽減措置は》

O住宅や住宅用土地などを取得した場合で 定の要刊に核当
するとき。

O公共事業のために土地や家屋を譲渡し、2年以内に代わり
となる不動産を取得したとき。

女詳しくは 次までお問い合わせください。

北海道的山支庁総務部税務課課税係

2'l01395-2-IOIO 内線2327. 2328 

変
通
遺
児
等
育
成

資
金
貸
付
の
ご
案
内

.

対

象

者

自

動

車
事
故
で

働
き
手
が
亡
く
な

っ
た
り
、
重

度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
り
し

て
、
生
活
に
お
困
り
の
ご
家
族

の
0
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の

遺
児
本
人
。

-
貸
付
金
額

一
時

金

日

万

5
千
円

・

月

額

2
万
円

・
入
学
支
度
金

4
万
4
千
円

.

利

子

無

利

子

-

申

込

先

自
動
車
事
故
対

策
セ
ン
タ
ー
函
館
支
所

(
8
0
1
3
8
 
日

1
7
3
1
)

• • 12. 9 . 10 

※光の星学園、盟持圏、社会福祉協議会への多額のご寄付、
ご厚意ありがとう ζざいました.

社会福祉協議会だより

~ 

税を知~週間
(敬称略)

《今金町》《茨城県》

11)11111-11)11711 

ヨシ子

夫

団

正

赤奉仕

二 階堂

島

日

奥

木

明

進

洋回

《東京都》

網代

武

いきている』

§
 

てき
争

'D 
M
冗

噌

3
1のた机

(
会4ゐ‘の

マ

間
一
週

テ

る

度

知

年

を

本

税

あなたの税が

『暮ら しを支える税』

『この社会

発生件数

死者数

傷者数

〕nu 
1
 
〔

交

通

事

故

死

ゼ

ロ

回

数

1
6
3
日
目
で
ス
ト
ッ
プ

ω月
4
日
、
道
道
丹
羽
今
金

線
の
神
丘
地
区
で
死
亡
事
故
が

発
生
し
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
回

数
は

1
6
3
日
目
で
ス
ト
ッ
プ

し
ま
し
た
・

こ
れ
で
、
今
年
、
今
金
町
で

起
き
た
死
亡
事
故
は

2
件
目
と

な
り
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン

迎
え
飲
む
機
会
も
今
ま
で
よ
り

増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
警
察

に
捕
ま
ら
な
き
ゃ
い
い
ん
だ
。

と
飲
酒
運
転
。
そ
れ
で
い
い
ん

で
す
か
?
も
し
飲
酒
運
転
で
死

亡
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

場
合
、
い
く
ら
保
険
に
加
入
し

て
い
て
も
、
過
失
に
よ
り
減
額

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
差

額
は
ウ
ン
千
万
円
に
も
な
り
ま

す。
今金町の
交通事故発生状況

9月発生 日月末現在
i刊 9i'1
。名 1名

1名 20名

※5S運動(スピードダウンン トベル
ト告用)で交通事故を米然に防ごう l
交通事故死ゼロ日数 1 5 9日

男

繁

子

辺見クリーニング

き 啓太郎

'" 也、

恭

今金町商工会婦人部

阿知 波公子

槍山広域連

石 塚

井

野

村

1 

矢

中

《埼玉県》

光の村養護学校

光の村養護学校

秩父自然学園

校長加部祐 三

《上磯町》

南北海道知的障害施設協会

秩父自然学園

保護者 一 同

〕-1
 
〔

『この社会あなたの税がいきている』をスローガ

ンに、 11月11日(士)から11月17日(金)までの期

間を 「税を知る週間Jとし、広く 国民の皆様に税の

意義や役割lについて理解を深めていただけるよう各

種の行事を行います。



(重点目標)

回

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

E
巴

町
の
歴
史
や
自
然
・

文
化
を
大
切
に
し

両
山

川
家

庭

や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

回
目

熱
意
を
も
っ
て
、

自

ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第288号ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
l
w
，

秋
も
深
ま
り
い
よ
い
よ
寒
さ
も

増
し
て
き
ま
し
た
。
冬
に
向
け
た

あ
な
た
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
寒
く
な
る
と
体
を

動
か
す
こ
と
が
減
り
、
運
動
不
足

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣

病
に
も
つ
な
が
り
兼
ね
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
ス
ポ
ー
ツ
を
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
取
り
入
れ
、
よ
り

よ
い
冬
場
の
生
活
を
心
掛
け
ま
し

ょ
v

つ。

そ
こ
で
今
回
は
、
冬
場
に
向
け

て
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

北
海
道
の
冬
と
い
え
ば
雪
で
楽

し
む
ス
ポ
ー
ツ
が
中
心
で
す
。

初
心
者
や
女
性
対
象
の
基
礎
ス

キ
!
教
室
、
ピ
リ
カ
ス
キ

l
場
へ

の
ツ
ア

I
、
若
者
に
人
気
の
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
教
室
、
親
子
で
楽
し
め

る
親
子
ス
キ

l
、
雪
景
色
を
見
な

が
ら
心
も
体
も
温
ま
る
歩
く
ス
キ

ー
な
ど
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま

す。
2
月
間
日
に
は
、
冬
の

一
大
イ

ベ
ン
ト
の
『
第
日
目
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ツ
交
流
会
』
が
ピ
リ
カ
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

(詳
細
に

つ
い
て

は
後
日
新
聞
折
込
み
チ
ラ
シ
で
紹

介
し
ま
す
。
)

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
機
会
を

通
し
て
自
分
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

を
こ
の
冬
に
見
つ
け
て
み
て
は
ど

う
で
す
か
。
お
問
い
合
わ
せ
は
総

合
体
育
館
へ

(2

2

0
2
6
)• 

t 

• 

子
と
老
達
の
健
拘
v
Dな
成
長
を
願
っ
て

i
A
7
金
吋
教
育
研
究
会

1

「
今
金
町
教
育
研
究
会
」

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
つ

今
金
町
の
教
育
研
究
活
動
の
充

実
と
交
流
を
図
り
、
今
金
町
の
学

校
教
育
が
発
展
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
健

や
か
な
成
長
に
寄
与
す
る
こ
と
を

願
い
、

町
内
の
教
員
が
一
堂
に
つ

ど
い
運
蛍
し
て
い
る
団
体
で
す
。

主
に
教
科
毎
の
サ
ー
ク
ル
活
動
で

効
果
的
な
指
導
方
法
等
の
研
究
を

行
っ
た
り
、
学
校
間
で
の
児
童
生

徒
の
交
流
と
学
習
成
果
の
発
表
機

会
と
し
て
町
内
陸
上
大
会
や
小
学

校
球
技
大
会
、
音
楽
交
歓
会
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
研

究
成
果
発
表
の
貴
重
な
機
会
と
し

て
去
る

ω月
3
日
に
は
、
教
員
聞

の
情
報
交
換
と
指
導
方
法
の
向
上

を
目
指
し
、
今
金
町
教
育
研
究
集

っ
て

会
が
神
丘
小
学
校
を
会
場
に
開
催

し
ま
し
た
。

「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
の

学
力
を
高
め
伸
ば
す
実
践
研
究
を

進
め
る
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
、
会

場
校
と
な
っ
た
神
丘
小
学
校
の
授

業
公
開
と
学
校
研
究
発
表
、
ま
た

締
め
く
く
り
と
し
て
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

授
業
公
開
で
は
、
会
場
校
と
な

っ
た
神
丘
小
学
校
の
研
究
テ

l
マ

に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
わ
せ
る
活

動
の
実
際
が
、
転
が
し
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
の
実
践
を
通
し
て
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
全
体
会
で

は
、
子
ど
も
達
自
身
が

l
年
生

1

6
年
生
ま
で
の
学
年
差
の
ハ
ン
デ

ィ
を
無
く
し
、

一
緒
に
楽
し
め
る

よ
う
に
ル

l
ル
を
工
夫
し
た
様
子

問
い
合
わ
せ
は
、

二

三

四
八
八

る長~~~壱J鍾翻

ゴ
ム
輪
荷
馬
車

(
保
道
車
)

北
海
道
の
荷
馬
車

は
、
明
治

・
大
正
期

を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど

金
輸
の
車
輪
で
し
た

が
、
昭
和

8

(
1
9

3

3
)
年
に
な
る

と
、
自
動
車
の
中
古

タ
イ
ヤ
を
使
用
し
た

〈文化財探訪日〉

わ
た
し
の
生
涯
学
習

や
授
業
後
の
子
ど
も
遠
の
感
惣
、

指
導
を
担
当
し
た
先
生
の
所
感
、

ま
た
同
校
の
テ

I
マ
に
基
づ
い
た

研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
複
式
校
で

あ
る
こ
と
か
ら
学
年
差
に
よ
る
技

術
的
な
格
差
の
課
題
や
競
技
と
し

て
の
指
導
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

的
要
素
を
含
ん
だ
指
導
方
法
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

本
集
会
を
締
め
く
く
る
講
演
会

で
は
、
平
成
凶
年
度
か
ら
導
入
さ

れ
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
道

教
育
大
附
属
函
館
小
学
校
よ
り
古

川
邦
彦
教
諭
を
招
き
、
『
「
新
し
い

出
会
い
」
が
生
ま
れ
る
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
目
指
し
て
』
と
題

し
て
、
同
小
学
校
に
お
け
る
取
り

組
み
の
実
際
と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
教
師

か
ら
の
み
与
え
る
の
で
は
な
く
子

ど
も
達
が
自
ら
課
題
を
発
見
し
解

ゴ
ム
輪
荷
馬
車
が
登
場
し
ま
し

た
。
通
称
こ
の
馬
車
を

「保
道
車
」

と
呼
び
ま
し
た
。
こ
の
馬
車
を
最

初
に
考
案
し
た
の
は
、
斜
里
で
鍛

冶
屋
を
経
営
し
て
い
た
職
人
で
、

従
来
の
金
輪
荷
馬
車
の
車
台
に
ト

ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
、

ス
プ
リ
ン

グ
、
車
軸
を
使
っ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
こ
の
馬
車
は
積
載
量
が
大

き
く
、
馬
の
疲
労
も
少
な
く
、
ま

た
、
道
路
も
破
損
し
な
い
上
に、

製
作
技
術
、
日
数
の
面
で
も
手
間

の
か
か
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
農
家

や
運
送
屋
か
ら
の
注
文
が
多
く
、

急
速
に
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

本
格
的
な
秋
の
到
来
と
な
り
ま

し
た
。

秋
と
い
え
ば
芸
術
の
季
節

で
す
が
、
今
回
は
木
彫
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
村
上
規
雄
さ
ん
を

こ
紹
介
し
ま
す
。
村
上
さ
ん
は
木

彫
を
始
め
ら
れ
て

4
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
一

貫
し
て
フ
ク
ロ
ウ
を

彫
り
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
4
月

に
2
つ
の
作
品
が
第
幻
回
北
海
道

美
術
工
芸
展
に
お
い
て
入
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

村
上
さ
ん
の
彫
ら
れ
る
フ
ク
ロ

ウ
は
す
べ
て
イ
チ
イ
の
木
を
材
料

と
し
て
お
り
、
天
然
の
素
材
を
活

か
し
た
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
作

• • 
決
し
て
い
く
過
程
が
重
要
視
さ
れ

て
お
り
、
学
習
分
野
に
つ
い
て
も

学
校
独
自
、
子
ど
も
達
本
意
の
取

り
組
み
が
で
さ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
学
校
内
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
に
あ
る
歴
史
、

文
化
、
環
境
、
自
然
、
生
活
な
ど

の
地
域
素
材
の
ほ
か
、
指
導
者
と

し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
人
的

協
力
を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん。

附
属
小
学
校
に
お
い
て
は
、

保
護
者
や
家
族
を
中
心
に
講
師
登

録
の
整
備
を
進
め
、
現
在
百
数
十

名
の
登
録
者
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

本
町
に
お
い
て
も
対
応
が
急
が

れ
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
つ

い
て
、
活
用
で
き
得
る
地
域
資
源

や
人
材
の
整
備
な
ど
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
同
時

に
、
多
く
の
示
唆
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。町
教
研
で
は
自
分
た
ち
の
研
究

の
成
果
を
胸
の
内
に
止
め
る
こ
と

な
く
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に

活
動
の
実
際
を
ご
承
知
い
た
だ
き

共
に
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
活
動

の
様
子
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
町
教
育
研
究
会
事
務
局

今
金
小
学
校
内
2
0
2
2
4
)

写
真
は
住
吉
の
中
島
康
治
さ
ん
か

ら
寄
贈
の
あ
っ
た
も
の
で
す
。

参
考
文
献

「北
海
道
の
民
具
」

(
北
海
道
新
聞
社
刊
行
)

〕2
 
1
 
〔

品
た
ち
で
す
。
「
与
え
ら
れ
た
材

料
で
ど
の
よ
う
に
彫
る
か
構
想
を

練
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
フ
ク
ロ

ウ
の
中
に
仏
を
連
想
し
て
、
う
ま

く
表
現
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
が

1
年
間
で
初

1
伺
体
造
る
う
ち
、

気
に
入
る
の
は

1
1
2
体
ほ
ど
で

す
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

冬
期
間
は
木
彫
に
専
念
で
き
る

季
節
。
来
年
の
美
術
工
芸
展
入
賞

め
ざ
し
て
ノ
ミ
を
ふ
る
う
毎
日
だ

そ
う
で
す
。
村
上
さ
ん
の
作
品
は

ご
自
身
の
経
営
す
る
喫
茶
庖
に
お

い
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

}

【

η
同》

7
日
刈
1
8
日
制
渡
島
・
槍
山

社
会
教
育
委
員
交
流
研
修

I

会

日

・
鈎
北
恰
山
町

9
日
…
附
槍
山
女
性
大
会
実
行
委

M

員
会
川
目

。∞

町
民
セ

円i

ン
タ

l

m圃

u日
出

i
u日
間

槍

山

北

部
4

M
M

町
青
年
会
議
等
交
流
研
修

回開

会

問

羽

町

民

セ

ン

タ
l
他

ロ
日
間
こ
ど
も
会
連
合
会
レ
ク

リ
ェ

1
シ
ョ
ン
大
会

日

開副

総
合
体
育
館

日
日
何
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

講

習

会

問

ω
総
合

体
育
館

凶
日
制
槍
山
管
内
生
涯
学
習
研

究

会

問

ω
町
民
セ

ン
タ
ー

ゆ
日

山

近

隣

町
村
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
総
合
選
手
権
大
会

9

ω

総
合
体
育
館

お
日
嗣
ミ
ニ
テ
ニ
ス
講
習
会

9

∞

総

合

体

育

館

初
日
間
第
灯
回
櫓
山
女
性
大
会

9

m
山
今
金
高
等
養
護

学
校

-n目
-

3
日
間
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

l

ル
大
会

9
・

ω
総
合

体
育
館

4 
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雪
道
は
危
険
!
つ
え
に
ア
イ
ス
ピ

ッ
ク
を
つ
け
て
安
全
に
歩
こ
う

も
う
間
も
な
く
冬
が
や
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
つ
え
を
つ
い
て
い
る

方
に
と
っ
て
、
雪
道
は
大
変
危
険

で
す
。
転
ん
で
打
ち
身
や
ね
ん

ざ
、
骨
折
し
て
し
ま
う
方
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
方
な

ど
は
、
そ
れ
が
原
因
で
寝
た
き
り

に
な
っ
た
り
、
足
が
不
自
由
に
な

っ
て
し
ま
う
方
も
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

冬
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
、
今
回

は
つ
え
を
つ
い
て
い
る
方
に
安
全

に
歩
い
て
も
ら
う
よ
う
、
つ
え
に

付
け
る
、
ア
イ
ス
ピ

ッ
ク
を
紹
介

し
ま
す
。

ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
に
も
い
ろ
い
ろ

な
種
類
ガ
あ
り
ま
す
。

(
A
)
王
冠
の
よ
う
な
形
で
複
数

の
爪
が
付
い
て
い
る
タ
イ
プ

(
B
)

先
端
が
ス
ト
ッ
ク
状
に
な
っ
て
い

る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
タ
イ
プ
は
主
に

健診を受けて明るい健康づくり

1-1月

ツ
ク
を
つ
け
て
安
全
に
歩
こ
う

つ
え
の
先
に
部
品
と
し
て
取
り
付

け
る
方
式
で

一
千
二
百
円
1
二
千

円
程
度
で
す
。

(
C
)
つ
え
の
先
に

付
け
る
石
づ
き
に
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク

が
内
蔵
さ
れ
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
爪

部
分
が
出
て
く
る
タ
イ
プ
が
五
千

円
程
度
、
(D
)
石
づ
き
の
外
側
に

爪
が
付
い
て
い
て
、
爪
の
部
分
が

前
後
に
動
く
た
め
路
面
を
し
っ
か

り
捕
ら
え
る
タ
イ
プ
が
二
千
円
程

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
タ
イ

プ
も
簡
単
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

• • 
誌合福祉施設内毘瞳tンター

韓合福祉撞睦内保阻センター

骨粗揺症畳診官

乳児他診

すくすく子育てダイヤル

つ
え
・
松
葉
つ
え
を
使
用
し
て

い
る
方
は
、
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
は
補

装
具
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、

給
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
〉
「
総
合
格
祉
施
設
と
し
べ
つ
」

一
階
介
護
用
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
つ
え

・

ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
が
見
本
と
し
て
展

示
し
て
あ
り
ま
す
。

介
護
用
品
(
ア
イ
ス
ピ

ッ
ク

・

石
づ
き
)
補
装
具
の
申
請
に
つ
い

て
も
、
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

で。
総
合
福
祉
施
設

内

「
と
し
べ
つ
」

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(8
2
2
7
8
0
)
 

*母子健康手帳・予診架

を持参下さい。予診~'!は
缶医療機関にも設f(lして
おります。

， 

(70才以上田方)をお忘れになりますと八世総合嗣院の事務がスムーズに亜ばなくなりま
『としべつJまで.

ださい.

生後3ヶ月~
90ヶ月未満児

3種混合予防接種(2期)

*ジフテリア 破傷風

ポリオ予防接極(個別接

種になりましたので各医
院で接揃して下さい。)

見えに心配のあるロービジョンの
お子さんはおりませんか?
~相談を受け付けています~

例えば

O物にぶつかったり、つまづいたりすることが多い.
Oおもちゃを闘の前に見せても、目で追ったりつかもうとしな
い.

0本やテレビの闘面に極端に目を近づけて見ょうとする。
O多くの物や小さくて見えにくい物に興味を示さない。
O段差のある所や暗いところで、動作が極端に慎重になる@
O目を細めて見たり 傾けて見たりする。
O形の似た文字を読み迎えたり、出く文字が不正備になりやす

". 

|まくで九lま、自然エネIlギーを
節録しています。

太防光や風力などの自然エネルギーは、枯渇の心羽目がなく 尭地時に

地球温暖化白原因となっているこ般化炭車を出さないクリーンなヱネル
ギーです.

ほくでんはエネルギーの有効利mと環車問題への対応から、これら
自黙エネルギーの実証猷駐を行っています.

凪力尭屯については泊村幌延町に加え平成13{1には利尻品にも
風!J尭電設備をつくり、実証試験を行います.さらに、自然エネルギー

の普及促進を目的とした「グリー/吐力制度」をlonI日から始めて
います. 

• • 「
高
齢
者
食
生
活

調
査
の
結
果
」

5
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
今
金

町
の
お
年
寄
り

ω名
を
対
象
に
し
、

食
生
活
調
査
を
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
か
ら
食
生
活
に
対
す

る
考
え
方
や
行
動
は
年
齢
・
身
体

状
況
(
口
腔
状
況
も
含
む
)
・
家
族

構
成

・
住
む
場
所
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
趣
味
(
生
き

が
い
)
や
近
所
付
き
合
い
な
ど
に

よ
る
生
活
の
ハ
リ
が
食
生
活
に
影

響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た。

2-2780 

食
品
入
手
の
方
法
は
主
に
「
購

入
」
で
、
患
者
パ
ス
で
の
病
院
受

診
の
際
に
買
い
物
を
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

夏
場
は
趣
味
と
実
議
を
兼
ね
た

「
家
庭
菜
園
」
、

を
楽
し
ん
で
い
る

方
が
多
数
い
ま
し
た
。
食
事
の
内

男
性
の
場
合
は

女
性
と
遣
い
調
理
を
し
な
い
方
が

多
く
、
容
に
つ
い
て
は
、

の
惣
菜
の
利
用
が
食
生
活
の
基
本

お
す
そ
分
け
や
出
来
合
い

このような心配のある方は早めにご相談下さい巳

-相談はO歳から受け付けています.

相談は無料です.

・継続的に相放を行います.

※相談のご希望は包括 FAX・拍手紙でご辿絡下さい.

(14) 

-お問い合わせ先/北海道古学校

〒040-0081
函館市国家町 I9番 12号

TELOI38-42-3220 
FAXOI38-42-3221 

北海道地域総合臨興横柄

(はまなす財団)
801376-2-2531 

【グリーン電力制度とは】

白黒エネルギー普及 ・促進のためにお金を拠出する「事参加者J.拠

出金を畠めるfJまくでん』 集まった拠出金(グリーン電力基金)
を管理・運用する「はまなす財問J基金からの助成を畳けて白黒
エネルギー売市股備を設置する r lJ~聾者」が協力してっくりあげ
るものです.

【北海道グリーン電力基金】

・ほくでんは、お金を集めるだけでなく、参加者と同額相当
を拠出します.

.みんなで出し合った拠出金は、太陽光や風力発電の普及
促進に使われます。

運用主体/財団陪人

お問い合わぜ先/北海道電力脚八E官荒所

ゲり ン電力基金

に
な
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
ど
う

し
て
も
単
調
な
食
事
に
な
り
が
ち

で
す
。高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
食
生
活

を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
若
い
頃

か
ら
調
理
に
慣
れ
て
お
く
事
が
必

要
の
よ
う
で
す
。

「
食
事
」
は
空
腹
を
満
た
す
だ

け
で
は
な
く
、
丈
夫
な
体
づ
く
り

や
楽
し
み
の

一
つ
と
い
う
意
味
も

あ
り
ま
す
。
お
い
し
い
食
事
・
豊

か
な
食
生
活
は
お
年
寄
り
が
生
き

生
き
と
暮
ら
す
た
め
に
は
大
切
な

こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
は
周
囲
の

方
の
気
配
り
(
声
か
け
・
お
す
そ

分
け
等
)
や
協
力
(
買
い
物
を
代

わ
り
に
行
く
等
)
が
ま
す
ま
す
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

⑧《雪(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)

(15) 



延安のアイドル

はるか

晴華ちゃん

(平成10年8月27日生まれ)
曙 町金谷修道さんゆかりさんの長女
【親から】

お風自が大好き!

毎日の日制は H しまじろう のビデ

オを見ることです。

日再議がいると家が明るくなります。

いつまでもその明るさをもちつづけ

てネ!

砂金谷

運動会スナップ
10/8今金幼稚園

， 

拓功ちゃん

(平成10年8月25日生まれ)
末広町坂本 茂さん、功枝さんの長男
【親から】

車と外遊びが大好きな拓功は、いつも

元気杯です。

品近は お手伝いをしてくれるように

なってお父さんもお母さんも嬉しいです。

他肢で、思いやりのある干になって下

さいね。

‘坂本

。20080080の動1f
9月末現在

前月対比

7， 090人(ム 6)

3， 423人(企 3)

3， 667人(ム 3)

2， 716世帯(6 4) 
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図
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藤

河

西
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今

休日当番医
II月3日 北槍山町立国保病院(北拾山) 34 -5321 

5日 道南ロイヤル病院(北槍山) 34-5011 

12日今金町立国保病院(今金) 32 -0221 

19日楢崎医院(瀬棚) 37 -3021 

23日 道南ロイヤル病院(北槍山) 34 -5011 

26日今金町立国保病院(今金) 32 -0221 

(12月分については、あくまでも予定です)

12月3日 北槍山町立国保病院(北槍山) 34-5321 

10日 瀬棚町国保医科診療所(i頼 棚) 37 -2470 
※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、 ζ了承下さい。

※診療時間

午前10時から正午まで

午後 1時から 3時まで

固 いつまでもおしあわせに

μ;上野 靖さん(高美IHT)=佐々木美香さん(函館市)
小児科外来の診療時間変更のお知らせ

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

乙

Mm
②
0
1
1
1
番

(昭和淀川)

(南 町)

(白石)

(種J11駅前)

(大和町)

66歳

86歳

83歳

73歳

77歳

~おくやみもうしあげます

森崎義男ざん 9月22日

岸本正治さん 日月26日

田中秀雄九 9月29日

吉野昭和さん 10月4日

川 崎スミエ九 10月17日

小児科外来は、毎週月曜日と水曜日の午後からの診

療となっておりますが、次の期日については、診療開

始時間が午後2時以降に変更となりますのでお知らせ

いたします。

[小児科外来時間変更日]

11月13日(月)

11月20日(月)

(今金町立国保病院)
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10月18日受付分まで

軍国の酬はって…国民健康保喰税


